
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸの逆極点図比較 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘの逆極点図は、Ｐｌａｎｅ表記 

 ＭＴＥＸの逆極点図は、等面積表記 

  Ｃｕｂｉｃでは分かり難いのでＨｅｘａｇｏｎａｌでも比較 

 逆極点図のＭａｘ方位密度は異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０７月０８日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 ＭＴＥＸの極点図は等角度表示されている事が知られている。 

 上段はＬａｂｏＴｅｘ（等面積表示），下段はＭＴＥＸ 

 

 

        表示されるφ位置が異なります。 

 逆極点図も等面積と思われるので調査を行った。 

  

 LaboTexで ODF図を作成し、{111},{200},{220}極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＯＤＦ図を計算し 

 逆極点図を作成した．ｅｕｌｅｒ角度は(0.0,29.5,45.0) 



ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＭＴＥＸ（データ点数２５３０（５５ｘ４６）） 

 

[001]から[111]が同じ長さになるように画面サイズを変更し、それぞれ[225]位置を等高線で判断し 

ＬａｂｏＴｅｘの[111]->[225]を橙色の矢印の引き、ＭＴＥＸにｃｏｐｙ 

ＭＴＥＸの[001]->[225]を赤色の矢印を引き、ＬａｂｏＴｅｘにｃｏｐｙ 

 ずれが確認出来ます。 

 

それぞれの逆極点図をＥｘｐｏｒｔし比較 

ｅｕｌｅｒ角度(0.0,29.5,45.0)と 

一致する。 



 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

  

      

 

 Ｅｘｐｏｒｔされるデータは、ＬａｂｏＴｅｘは５ｄｅｇ間隔、ＭＴＥＸは１ｄｅｇ間隔であるが、 

 Ｍａｘ角度はずれていない。 

 ＭＴＥＸソフトウエアの逆極点表示が異なっている。 

 

 

ｅｕｌｅｒ角度(0.0,29.5,45.0)から計算 

一致する。 

 



Ｈｅｘａｇｏｎａｌ－Ｔｉの場合 

 

  

逆極点図は方位図であるから、方位角度［79.69,30.0］は 

 [841] あるいは、[40-41]方向の方位図である。 

 この逆極点図は、同一角度を Planeで計算した{301}<010>から得られる。 

  

 

 

等角度と等面積の差は 

φが９０に近いと差が大きくなる 



｛３０１｝＜０１０＞ＯＤＦ図の作成 

 

ＯＤＦ図から極点図を作成し 

 

ＭＴＥＸに読み込ませ、ＮＤ逆極点図を作成し，ＬａｂｏＴｅｘ比較する。 

 

ＮＤ逆極点図は、左図より 

Ｐｌａｎｅでは 

 （３０１）あるいは（３０－３１） 

Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎでは 

［８４１］あるいは［４０－４１］ 

が予測される 

Ｔｉは 

格子定数で表現 



ＬａｂｏＴｅｘ逆極点図 

 

 ＬａｂｏＴｅｘはＰｌａｎｅ表示 

 

ＭＴＥＸ逆極点図（データ点数２８２１（９１ｘ３１）） 

 出力されるデータは数値の羅列なので、等角度として読み込む 

 

 

 



 

ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸ逆極点図をＥｘｐｏｒｔしてＣＴＲソフトウエアで比較 

ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエアは、等面積表示、Direction、Plane４指数表記に対応 

ＬａｂｏＴｅｘＥｘｐｏｒｔの逆極点データをＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙで Direction表示 

 

 

ＭＴＥＸＥｘｐｏｒｔの逆極点データをＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙで Direction表示 

 

正しく表記できます。 

Hexagonalのβ範囲は 

３０－＞６０で表現されます。 

ＭＴＥＸデータのβ範囲は 

０―＞３０なので、 

[0001]-[11-20]に対し対称の 

３０－＞６０に変換して表示 


